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はしご付き消防自動車を配備（園部消防署） 
都市化の進展により、中高層建築物の数が急速に増えつつあ

る園部消防署の管内消防事情に対応するため、平成１７年１２

月１６日に、災害対応１５ｍ特殊はしご付き消防自動車を配備

しました。 

この車両は、はしご車としては比較的コンパクトな４ＷＤシ

ャーシ（５．５トン級）に最大地上高１５ｍの３段式伸縮はし

ごを装備し、大型はしご車には無い機動性を活かした活躍が期

待されています。 
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消防長 

消防監 田 廣道 

 

 
 

ご あ い さ つ 
 

消防長 田 廣道  
 

平成１８年４月１日付けで人

事異動を行い、新体制でスタート

をいたしましたので、ここに所属

長を紹介します。 

特に、今回の人事異動において

は、新たに任命した消防次長が園

部消防署長の事務を担当するこ

ととし、管理・執行体制を強化し

ました。また、柔軟な発想で住民

の皆さまの期待、信頼に応えられ

るよう組織の活性化を図りまし

た。 

ここ近年、災害は複雑多様化、 

大規模化し、武力攻撃やテロ対策

などとあわせて、消防に対する期

待は、ますます高まっているとこ

ろです。さらに、消防行政を取り

巻く状況も消防体制の充実強化

はもとより、行政改革や広域応援

体制など、さまざまな課題を抱え

ています。 

 これらのことを踏まえ、「住民

の心とふれあい、安全安心を消防

から」をスローガンとして、各所

属長の指揮のもと、職員が一丸と

なって消防目的の達成に努力し

てまいります。 

 

 

 

 

 
 

消防次長 

 消防司令長 稲荷 直加 

 
 

消防次長 

 消防司令長 芦田 俊孝 

 

総務課長 

消防司令長 林 雅彦 

              

 

消防課長 

 消防司令長 田 均 

 
 

亀岡消防署長 

 消防司令長 原野 信孝 

  

 

園部消防署長 

 

    

 

  

消防次長 芦田 俊孝 

事務取扱 

 

 

 

火火火災災災・・・救救救急急急・・・救救救助助助ははは１１１１１１９９９      

京都中部広域消防組合所属長等紹介 
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AED 特集（自動体外式除細動器） 
「心臓突然死」と「ＡＥＤ」 

☆心臓突然死とは？ 
 突然死とは、それまで普通に生活していた人が、ある日、突

然に亡くなってしまうことで、発症から２４時間以内の死亡と

定義されています。 

 突然死は、さまざまな要因で発生しますが、このうち、心臓

が原因のものは「心臓突然死」と呼ばれており、全体の約７割

を占めています。  

☆若い人も要注意！ 
「心臓突然死」は、病気以外にもランニング等の運動や野球・サッカーなどで、胸にボールが直撃する等、

若年者や小学生でも発生します。また、そのほとんどが「心室細動」という不整脈によるものと言われて

います。 

 この「心室細動」が起こると、心臓はケイレン状態になり、身体（※特に脳が大切！！）に血液を送れ

なくなります。これは心臓停止と同じ状態であり、放置すると死に至ります。 

 ただ、「心室細動」は心臓のケイレン状態であって、心臓そのものに異常があることは少なく、とても

「状態の良い」心臓といえます。 

☆心室細動を取り除く 
 心室細動を起こした「状態の良い」心臓を元

に戻すには、心臓に電気ショックを与える方法

が最も有効です。 

 この電気ショックのことを「除細動」と呼び、

電気ショックを与える機械を「除細動器」と言

います。 

 現在は、現場に居合わせた一般の方に、電気

ショックを実施してもらい、救命率を向上させ

ようと開発されたＡＥＤ（自動体外式除細動

器）が普及しつつあります。このＡＥＤは、音

声ガイドにより、誰でも簡単に使用できるよう

に設計されています。  

 

☆大切な命を救うために 
 ＡＥＤは心室細動には大変有効ですが、万能ではなく、

心臓停止や呼吸停止には効果がありません。 

 正しい心肺蘇生法（人工呼吸と心マッサージ）を身に

付け、ＡＥＤと組み合わせることによって、はじめて「大

切な命」を救うことができるのです。そのためには「そ

の場に居合わせたみなさん」の協力が必要です。 

 

消防署では、従来から行われている普通救命

講習に、このＡＥＤの取扱い方法を取り入れ、

地域の皆さんとともに、救命率の向上に努めて

います。 

 

 
消消消さささななないいいででで   あああなななたたたののの心心心ののの   注注注意意意ののの火火火。。。   



い
き
な
り
PD
F 
評
価
版

 

 

 

2005 

９月 

 

 

 

 

 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

 

1 日（木）八木町社会福祉協議会普通救命講習を実施（八木出張所） 

3 日（土）スプリングスひよし救急広場を実施（日吉出張所） 

5 日（月）一の宮幼稚園移動消防署を実施（亀岡消防署） 

9 日（金）スーパーマツモト新そのべ店「救急の日」街頭広報を実施（園部消防署） 

9 日（金）一日救急隊長（亀岡市立病院看護師）を実施（東分署） 

10 日（土）八木町船枝区防火講話(住宅用火災警報器の説明会)を実施（八木出張所） 

14 日（水）普通救命講習を実施（美山出張所） 

15 日（木）京都府園部総合庁舎消防訓練を実施（園部消防署） 

25 日（日）第三見晴区自治会移動消防署を実施（東分署） 

 

１日（土）千代川町高野林区防火講話(住宅用火災警報器の説明会)を実施（亀岡消防署） 

２日（日）日吉町府民の森ひよし「こいこい祭り」起震車体験を実施（日吉出張所） 

７日（金）平屋小学校消防庁舎等社会見学を実施（美山出張所） 

９日（日）八木町「にこにこ祭り」起震車体験を実施（八木出張所） 

12 日（水）園部町総合運動公園防火グラウンドゴルフ交流会を実施（園部消防署） 

16 日（日）ジャトコ㈱八木工場起震車体験を実施（八木出張所） 

25 日（火）詳徳中学校２年生防火教室を実施（東分署） 

27 日（木）園部消防署職場体験学習を実施（園部消防署） 

27 日（木）圭の家避難訓練(検証)を実施（東分署） 

30 日（日） 西佐伯区消防訓練を実施（亀岡消防署） 

 

１日（火）丹波養護学校避難訓練を実施（園部消防署） 
２日（水）幼稚園、保育所(園)による防火啓発看板を掲出（東分署） 
６日（日）天川人権フェスティバル消火器、消火栓取扱訓練を実施（亀岡消防署） 

７日（月）殿田小学校移動消防署を実施（日吉出張所） 

８日（火）ＪＲ馬堀駅街頭広報を実施（東分署） 

10 日（木）桧山保育所消防訓練を実施（丹波出張所） 

14 日（月）丹波マーケス住宅防火フェアを実施（園部消防署） 

14 日（月）ひかり幼稚園訓練(検証)を実施（東分署） 

15 日（火）明治鍼灸大学附属病院消防訓練を実施（日吉出張所） 

23 日（水）美山町宮脇区防火座談会を実施（美山出張所） 

26 日（土）和知町坂原｢わち大好き祭り 2005｣移動消防署を実施（丹波出張所） 

27 日（日）保津町自主防災会防災訓練（亀岡消防署） 

 

５日（月）くわの実保育園(検証)訓練を実施（東分署） 

７日（水）スプリングスひよし消防訓練を実施（日吉出張所） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域住民を対象とした、防火・防災の活動の一部を紹介します。 

 自主防災の活動、普通救命講習などの自己技能向上、事業所の訓練など、様々な取組みを行いました。 

火火火災災災・・・救救救急急急・・・救救救助助助ははは１１１１１１９９９      
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13 日（火）美山出張所普通救命講習会(Ⅰ)を実施（美山出張所） 

16 日（金）園部消防署はしご車配備式を開催（園部消防署） 

16 日（金）東つつじヶ丘友の会(老人会)防火座談会を実施（東分署） 

20 日（火）十川産業(株)京都工場消防訓練を実施（園部消防署） 

20 日（火）ココスアルプラザ亀岡前店訓練(検証)を実施（東分署） 

 

８日（日）平屋小学校移動消防署を実施（美山出張所） 

17 日（火）亀岡消防署防災とボランティア週間に伴う訓練を実施（亀岡消防署） 

18 日（水）京都銀行東亀岡支店普通救命講習を実施（東分署） 

21 日（土）八木町神吉神留寺文化財消防訓練を実施（八木出張所） 

22 日（日）千歳町極楽寺文化財消防訓練を実施（亀岡消防署） 

24 日（火）曽我部町内一人暮らし高齢者宅防火訪問を実施（亀岡消防署） 

29 日（日）旭町山階区移動消防署を実施（亀岡消防署） 

 

10 日（金）篠町広田ひまわり会(老人会)防火座談会を実施（東分署） 

10 日（金）八木小学校移動消防署を実施（八木出張所） 

17 日（金）殿田小学校一般救急講習会を実施（日吉出張所） 

20 日（月）美山こぶしの里消防訓練を実施（美山出張所） 

27 日（月）子育てサークル一般救急講習会を実施（亀岡消防署） 

28 日（火）一日消防士を実施（園部消防署） 

 

１日（水）一日消防署長を実施（亀岡消防署） 
２日（木）胡麻保育所移動消防署を実施（日吉出張所） 
２日（木）美山町和泉火災予防街頭広報を実施（美山出張所） 
５日（日）八木町内一人暮らし高齢者宅防火訪問を実施（八木出張所） 
８日（水）危険物安全管理研修会を実施（園部消防署） 
９日（木）亀岡会館防火座談会を実施（亀岡消防署） 

18 日（土）京丹波町井脇区防火座談会を実施（丹波出張所） 

19 日（日）園部町内一人暮らし高齢者宅防火訪問を実施（園部消防署） 

24 日（金）ナイテック工業㈱防火研修会を実施（亀岡消防署） 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消消消さささななないいいででで   あああなななたたたののの心心心ののの   注注注意意意ののの火火火。。。   

昭和５７年４月１日に亀岡市消防本部を発展解消し

誕生しました京都中部広域消防組合は２５年目を向か

えましたが、平成１７年４月には旧京北町が京都市に

編入合併され、同年１０月には、丹波町、瑞穂町及び

和知町が京丹波町として、また、平成１８年１月には、

園部町、八木町、日吉町及び美山町が南丹市としてス

タートされました。 

この大きな市町合併の中で、当消防組合としても、

消防署の管轄の変更に伴う日吉出張所の建設及び予防

業務の管轄や警防部隊の運用などの整備を行ってきま

した。 

特に、これまで八木出張所は亀岡消防署に所属して

いましたが、南丹市の誕生とともに園部消防署の所属

に変更し、予防行政面での届出や相談などは園部消防

署が所管することになっています。また、火災や救急

時の警防体制については、運用面での整理は行ったも

のの、基本的には大きな変更はありません。 
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氏名：笠井
か さ い

裕子
ひ ろ こ

 

配属：亀岡消防署予防課 

 

安全・安心な地域

社会のために、責任

感を持って、仕事に

励みます。  

氏名：福山
ふ く や ま

真之介
し ん の す け

 

配属：亀岡消防署警防課 

 

地域の皆さんに信

頼される消防士を目

指して全力でがんば

ります。 

 
 

氏名：山口
やまぐち

敦史
あ つ し

 

配属：亀岡消防署警防課 

 

日々努力し、住民

に信頼される消防士

を目指します。 

 

氏名： 中川
なかがわ

英樹
ひ で き

 
 

配属：亀岡消防署警防課 

 

責任感と使命感を

持ち、日々の業務を

遂行します。 

 

氏名：酒井
さ か い

正樹
ま さ き

 
 

配属：亀岡消防署警防課 

 

皆さんが安心して

暮らせるように、全

力で職務を全うしま

す。 

 

 

 

氏名：上田
う え だ

徹
とおる

 
 

配属：亀岡消防署東分署 

 

日々努力し、向上

心を持って仕事に取

り組みます。 

 
消 防 本 部 総 務 課 22-9580 消 防 課 22-9581 消 防 指 令 室 22-9582 

亀岡消防署 予防課（庶務） 22-0119 予防課（予防） 22-9583 警 防 課 22-9584 

 東 分 署 23-0119     

園部消防署 予防課・警防課 62-0119 八木出張所 42-3119 美 山 出 張 所 75-0119 

 日吉(仮)出張所 72-0119 丹波出張所 82-0119   

予算の主な内容 

平成１８年度一般会計予算の総額は、１９億８，１９８万８千円で、前年度に比べ  
３，８７０万５千円（１．９％）の減少となっています。 

歳入のうち、各市町からの負担金が１６億９，７９５万５千円で、全体の８５．６％
を占めており、歳出は人件費、物件費及び公債費の義務的経費が８５．６％を占め、普
通建設事業費及び積立金等が１４．４％となっています。 

○各種催物の開催と関連機器の整備 

 移動消防署・普通救命講習等の開催 
 住宅防火診断等の開催 

 各種講習・催物用資器材の整備 

○防火防災意識の啓蒙・啓発 

 啓発ポスター・パンフレット等の作成 
 防火広報用懸垂幕の作製 
 消防広報誌の作成 

○救急救助体制の充実 

 耐熱服の配備 
 自動体外式除細動器 AED の整備 
 心肺蘇生法用訓練人形の更新 

○消防施設等の整備 

 出張所庁舎の整備 
 消防ポンプ車の整備 
 高規格救急車の整備 
  

  

○新しい時代を担う人づくり 

 救急救命士の養成 
 各種資格取得・実務研修等 

○職場環境の整備 

 庁舎の改修 
 庁舎構内電話の更新 

○健康管理体制の充実 

 職員健康診断等 

｢住民の心とふれあい､安全安心を消防から｣ 

平成 17 年度新規採用職員紹介 

昨春、京都中部広域消防組合消防吏員として採用され、８ヶ月間の初任教育及び２ヶ月間の救急研

修を修了し、今春４月から配属となった職員を紹介します。 

若い力が、新たな決意と情熱をもって、職務に励みます。 

 

地域の消防対応能力の強化 消防防災体制の充実強化 活力ある職場づくりの推進 

 


